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いよいよ、へき複大会。そして、母女・教科等研究大会…と、宗谷の

秋は「学びの秋」―――立て続けに管内的に大きな集まりが続きま

す。今回の宗谷情報では、「へき複大会」と「教科等研究大会」を特

集します。管内の先生方ががんばって準備をしている、奮闘している

という点では、激励をしていきたいということです。 

 

イン』みたいな研

究をみんなでし

てきました。」と

本大会に向かう

意気込みを教え

て頂きました。 

 

 

 

宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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全校児童１３名。「チーム力」を大切に、先

生方が芯をブレずに、子ども一人一人が力

を発揮しているそうです。へき複大会では、

単元を貫く言語活動を意識した国語の授業

が公開されます。授業公開をされる佐藤先

生・盛岡先生をはじめ、乙小の先生方にお話

をお伺いしました。 

 

「感じたこと・考えたことを伝えたい」。 

言語活動が 

子どもたちの力になっていく 
へき複大会の会場校と決定した２０１３

年度。それまで３か年計画で続けてきた国

生。「気が付いたことは伝えるのがいいね」

「伝えるって相手にとって、いいことなん

だね」と普段から確かめ合いながら、１学期

の読書教材では「おすすめの本」を紹介し合

う学習に、子どもたちは笑顔で取り組めた

そうです。今回の公開授業に入るに当たり、

「先生、また紹介するの？」と楽しみにして

いる様子を聞かせてくれました。 

「読書に苦手意識をもっていた子も、国

語科の並行読書を通じて、興味をもって、本

を読むようになりました」と教えてくれた

のは、５・６年生担任の盛岡先生。「読書っ

て、『ここがおもしろい』っていう感じ方は

人それぞれでいいんだ」と言語活動を通し

て気付いた子どもたち。「推薦文を書く」「本

の帯をつくる」といった言語活動を通して、

読書のよさを感じ、国語の学習に自信をも

てるようになってきた様子をお話ししてく

れました。 

 

 

全校児童５５名の浜鬼志別小学校。

３・４年のみ複式で、あとは単学級

の学校です。本大会では、１４名の

複式の国語と、５年生の算数を公開

します。「浜鬼の元気な子どもたち

は、授業に集中したときのパワーは

すごいですよ」と教えてくれた山本 

唯先生から、へき複大会について聞

かせていただきました。 

 

本大会を見据えた 

４年間の学校研究 
子どもたちに、基礎・基本を身に

つけさせたいと取り組んでいる学

校研究は、４年計画の４年目にあた

るそうです。「へき複大会が２０１

５年に行われることがきまって、前

研究部長のもとで、大会が節目とな

るようにスタートしました。」と山

本先生。 

かせていただきました。 

「算数では、今年の１次研で６年

生の「速さ」を扱い、課題解決の

仕方や、系統性について研究協議

で学ぶことができました。本大会

での５年生の授業に生きてくる

と思います」と山本先生。 

また、「以前は指導の困難性が目

立っていたけど、先生方で授業づ

くりや生活指導を大切に学校づ

くりを進めてきた中で、子どもた

ちはみるみる成長してきたんで

す。どんな子どもたちでも丁寧に

学びを広げられるような、言って

みれば『授業のユニバーサルデザ

学校研究では、学び方を意識して

いるそう。研究の一環として、「浜鬼

学習スタンダード」というものに取

り組んで４年になるとのこと。「ス

タンダード」と言っても、昨今よく

聞く、ゼロ・トレランス的な厳しさ

ではなく、どの学級の、どの子ども

たちも納得して学習に集中できる

よう、「書く」「聞く」「持ち物（の揃

え方）」「言葉」「座り方」「チャイム

席」という６項目で、学習に向かう

環境づくりをしているそうです。浜

鬼での勤務５年目を迎える山本先

生は、「これができてから子どもた

ちの様子が変わったんです。昨年の

プレ研でも評価していただきまし

た」と教えてくれました。 

 

先生方全体で取り組む 

学校研究 
国語の授業では子どもたちが授

業に見通しが持てるように、算数で

は研究を進める上での工夫をした

り…と先生方で力合わせをしなが

ら本大会に向かっている様子を聞

語の学校研究を、２年延ばして５年間とし

て研究に取り組んできたそうです。この２

年間は、教科書教材で身に付けた力を生か

して子どもたちが主体的に取り組む「並行

読書型」の言語活動を取り入れています。子

どもの実態や教科書教材との関連を深く考

えながら教科書に並行して読書活動が進む

よう、子どもたちが「誰かに伝えたい」とい

う思いから活動が広がるよう工夫をしてき

たそうです。言語活動に欠かせない言語意

識をもった活動の工夫も、小規模校ならで

は。一人学年の子が他学年の子に、職員室の

先生に…と相手意識・目的意識をもって活

動するなど、日常的に様々な工夫を凝らし

た言語活動をしているそうです。 

 

「こう感じたよ」 

「伝え合うっていいね」が 

国語の授業で広がって… 
「『これが正解』というのがないと、不安

な子どもたちでした」と昨年度の様子を教

えてくれたのは、１・２年生担任の佐藤先
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「もし明日ヒマなら、こんな観光地が

素敵ですよ」と、島外からへき複大会に来

られる方も意識して、学んだ表現を活用

する…「ｉｆ…」をちょこっと使った活動

を考えています。」と古川先生。聞いてい

る方を意識して、活動できれば…という

願いも聞かせてくださいました。 
 

３年生理科 

山崎先生からは、研究授業の内容を検

討する際のエピソードを聞かせていただ

きました。 

「香中の研修日には、学校研究のテー

マを土台にして、先生方と議論ができる。

そのことから『自分は理科で…』というよ

うに深め、教科の専門性は町研サークル

で指導案を検討していただき、深めるこ

とができています」と。 

礼文町の町研サ

ークルには高校の

先生方も参加して

います。町研による

連携が深まってい

る様子が伝わって

きました。 

 

人間関係づくりを意識した学校研究をす

ることにしたと教えていただきました。 

 

「攻めの聴く力」を 

高めたい――― 
「子どもたちが、学習の理解や気持ち

を理解し合う伝え合いを大切にしたい。

そして、こうした観点で交流したり、『自

分の教科では…』と考えることを大切に

したい」と棒田先生がお話してくれまし

た。 

町研大会として、１年生音楽、２年生英

語、３年生理科を公開します。 

１年生音楽 

今年度、士別市の朝日中から異動され

た藤田先生。前任校は山村の学校。いまは

港町だけど、同じように素直でいい子が

多いとお話をしてくれました。 

授業は鑑賞。音楽の特徴を理解し、説明

し合う活動。「１年生は感性も、表現力も

豊かだから」と子どもたちの様子を交え

てお話してくれました。 

 

２年生英語 

へき複大会が終わったら… 

９月２７日は教科等研究大会 
 

今年で４年目を迎える管内教育研究大会。今年は昨年までと違

って、「稚内の大規模校が授業公開して…」という部分がなく、「教

科等研究会」の集まりが２６～２７日に集中的に開催されます。  

みなさんの職場では、案内はまわっていますか？ 

管内研では、毎年様々な声が聞かれます。「休みなのに…」「強

制なのか？」などの声が聞かれたり、はたまた「話題にもなって

いないよ」という声があったりします。 

大切なのは、「管内の先生方が一丸となって集える学習の場があ

る」ということではないでしょうか。一人ひとりの「勉強したい」

という願いだけでも、組合や民主的な力だけでも実現しない取り

組みが、宗谷にはあるんだということが大事で、それは今後の管

理と統制が進む教育施策の中で輝いてくるはずです。 

昔から、宗谷の先生方が大切にしてきた「取り組みを準備して

くれている先生がいるから、参加して激励するんだ」という『お

互い様精神』とでもいうべき心意気。そして、「自分はさておき、

若い人を誘ってみよう」などというのもあるでしょう。 

こうして、宗谷の教

育運動は発展してきた

のかもしれません。今

こそ、私たちが主体者

として管内の教育研究

運動に関わることを大

切にしていきたいもの

です。（naity） 

 

 

◆
宗
谷
教
組
と
し
て

は
一
〇
年
以
上
取
り

組
ん
で
い
な
か
っ
た
、

管
内
的
な
研
究
大
会

の
会
場
校
に
取
材
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。「
組
合
と
し
て
、
各
学
校
の
校

長
先
生
宛
て
に
依
頼
状
を
出
し
て
お
話
を

聞
く
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。
従
っ
て
、

組
合
加
入
は
関
係
な
く
、
授
業
者
の
先
生
、

研
修
担
当
の
先
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
み
な

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
記
事
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
へ
き
複
大
会
に
つ
い
て

は
、
管
内
で
９
校
が
授
業
公
開
に
向
け
て
、

学
校
研
究
を
進
め
る
中
で
力
合
わ
せ
や
教

師
と
し
て
の
学
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
取
材
で
き
な

か
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る

「
民
主
的
学
校
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
方

が
、
管
内
の
あ
ち
こ
ち
で
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

◆
今
回
は
記
事
に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
組

合
の
「
秋
の
学
び
」
は
『
合
同
教
研
』。
今

年
は
、
た
く
さ
ん
の
レ
ポ
ー
タ
ー
で
参
加

し
た
い
。
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
も

「
参
加
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
え
る
よ

う
、
「
宗
谷
教
組
合
同
教
研
ニ
ュ
ー
ス

『Go
Go

!
go

-k
en

』」
を
創
刊
。 

◆
少
し
ず
つ
夜
が
長
く
な
っ
て
、
秋
が
深

ま
っ
て
き
ま
す
ね
。
合
同
教
研
が
行
わ
れ

る
十
一
月
の
最
初
の
週
末
の
頃
に
は
「
デ

パ
ー
ト
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
…
」

な
ん
て
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て
く
る
頃
で

す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
学
校
祭
や
学
芸
会

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
残
り
の
二
学
期
は
、

「
春
か
ら
の
指
導
」
が
良
く
も
悪
く
も
見

え
て
く
る
こ
ろ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん

な
節
目
に
、
管
内
の
学
び
、
組
合
の
学
び
を

大
切
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

き
っ
と
、

新
た
な
発
見
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

（naity

） 

研究担当の棒田先生と、 

分会長の山崎先生 

町研大会という位置づけで、礼文町で

は香深中学校がへき複大会と同日に授業

公開を行います。礼文町の要項パンフレ

ットをたよりに香深中学校にもおじゃま

しました。 
 

まずは、研究の概要を、研修担当の棒田

志帆先生にお聞きしました。 

研究主題は、「聴く力の育成～認め合う

集団づくりをめざして～」。これまでの研

究では、言語活動や学び合いについて取

り組んできたそうです。その中で子ども

たちの関係性の構築について「聴く」とい

う営みを大切にすることで、お互いを認

め、学び合いが深められる可能性が見え

てきたそうです。町の中心校に共通する

「幼少期から同じ集団」ということがも

たらす弊害、集団の中での立ち位置の固

定化が学習にも影響するということを意

識し、「少人数だからできる研究」として、


